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マメ科樹木の蜘妹巣病病原繭

Kazuo lT� and Sh琮i KOYl'X:¥I: The causal fungus of the web-blight 

of leguminous woody plants. 
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緒己

;立主ドクロパナエンジユ(イタチハギ) (Amor)りha jruticosa) , ニセアカシア CRobinia

�seudoacacia) ， 英国トデナシニセアカシア (R. ρseudoacacia var. Ulηbraculifera) 及。z

青島トゲナシユセアカシア (R. ρscudoacacia var. bessoniana) は伺料JEJ及び砂防植栽Jけと

して大量に完了!?されている。

著者の一人イ川;l~は 11日和 23 年(1948) 山形県11正上郡及位村大字釜淵林業試験場主主iJ:a分場品IÄJi'，'j

畑に於て， クロパナヱンジユ7古木のi地也上部がi恰合も熱湯をi浴苫びび2ご、たよう lに乙叫しい葉1'，村;う千M

とれが大づ小、の却集;団に発現して大きな被ぐ押宅存fを及iぽ玄しているのを日撃し，顕徴主主検査及び病葉から

fJ")})日体の分離を試みた結果 Rhizoctonia 菌によるものであるととを失11った。

その後同地に於てはクロパナエンジユ苗木に連年被守を及l:fし，又とれと同様の症状をユセ

アカシア古木にも見出した。

lIiに機会あるごとに各地を調査したところ本病はかなり広く発生しているもので，著者三与が

実際にみた範囲内でも茨城3 東京，時玉の各都県下に認められ，ス被害樹種は以上の外英国ト

ゲナシエセアカシア3 青山トグナシニセアカシアも数えられている。

たまたま昭和 25 年 (1950) 及び 26 年 (1951) には東京都目黒区林業試験場構内了，wlljに於
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て，ニセアカシプ， ~r玉j トゲナシニセアカシア及び背J:i.ï トゲナシユセアカシア7Jf木に本病の大

発生をみ，詳和Ilな観察の結果:rilli府立[木にみ;病々)jjfWの完全時代とむぼしき Corticium 世代の

形成を移しく多 .~Tt t乙 ~t:~，、め，分離晴美比較の結果，とれば Rhizoctonia 苗の担子制 111:代である

ととを {J'(I; めた。

111来 Rhizoctonia ï瓦の完全時代である Corticium iJl:代の生成は稀なもので，その発見!土

作易でないとされているのであるが，著 tf二'与はある !lJ11:\JI乙はとれば止.:3~fl)に彩しく多交に形成さ

れるととを認め，叉組胞子の形成を認、めない材料に対しては簡単な処];111 を施してl延々とれを生

成させるととカ~t1 11来た。

本病!J;江]\1 は Corticium vagum B. et C. 或はイネ紋十Jlj病lJ\î (クス大1~iL 白和約jj!;j) (Cortiｭ

cium Sasakii (SllmAI) MATSUl\TO'I'O) と 1，すー或は近縁のilif と考えられ， q'，);に病微からみれば

後手í'に主nするので，オ王国とイネ紋1'i1 jfr':l菌との比較に 'fi:点を匠いて実験を行い:l!fにその異同につ

いて考察をカ11 えた。

著者等が本実験を行うに当り格好成I励をいたピいた保護部長今関六也氏， j.r.tJ査なイネ紋j・ Ilj病

菌の菌株を本与されず~J有益なf.1WIJJ芹をいたピいた.fi':.t!':rli)L '1-1'1大学教茂吉井甫博士及び、と L ろよく

拭仙病1Ï;í培養を笹IJ分譲 lごさった J山根県良市試験場脱水田!日氏 I'C i楽〈謝立を去し， fM実地;i!lJ盗 i亡

当って合11按助をいただいた当場釜iJ:a分場長11日子:iHFØミ1\:，塩 [l IW氏，実験材料入手に当って御

即応tを辱うした当場fìfLi益二郎博土，秋田文場f句協邦彦氏，赤'1f{式験地の各N:並 l乙原図作製l亡

助力された仁1 1川也}Ç.L，\)こ対しでも以く御礼を1[ 1述べる。

病徴及び被害状況

木病は東京F付近に於ては 7n~9nに発生し3 引に 7 }rFí'J~ 9 n 11'1りに被害がil!; しい。r.~j

iKJWlのl:]:j後には病状の進展が一好著しく l認められる。

クロパナエンジユ，ニセアカシア，手ミ国トヂナシエセアカシア及び77白トヂナシユセアカシ

アの実生当4年I下ミ生乃至数5年lドミ生l了古官市市:Y目訂IJ山B17ii[及び、抑押‘オ木ミ苅可l7EY百引J古i“lに乙乙じ!i，沼:

地商iに乙近い脅剖部|日l分の3諜i淀5から佼使;される υ 病状の極めて初期lのものでは15の哀聞に菌糸が附着しτ

も何等病変は;沼、められないが3 その後楽のJlil縁台I1 に先十イミ.';Ë;lF.HM色乃至!;t.1fI~色の病斑が形成さ

れ，とれは急激に拡大して軟化する。古木が近接するときは病葉の接触によって健全市に病原

菌は蔓延し3 数十本の首が団状に被害を蒙り. '1合も熱湯を浴び、たように葉は軟化寓敗する。乾

燥すれば葉は萎縮して者き込み3 や L 友緑色となに病葉と病葉とは!lJJ;JI昧巣状の菌来によって

極絡され3 叉互に接着する (PI. 1 , A, B; P1. H, A, B; P1. TI!, A, B) 。

病葉3 葉柄及ひ:枝先等に{土白色乃至汚淡荒色，や L 故密な菌糸の菅又は菌糸lJ1Uf~生成され3

この菌糸塊は後に菌肢となる。菌按の形成は比較的少し表面茨褐色乃至褐色を呈し，球形交

は長楕円形又は不定形で大さ O.5~2><2~3mm (PL IH, C, D , E; Pl. IV , A) 。
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被告:は地上 εOcm に及ぶととも時ではなし病葉は乾燥して落下し裸校となる。盛夏には

l延々，也、部に仁l色の Corticium -1世代の子実!斤を形成する。

病原riîの分離及び、その完杢時代の形成

著者?与が弁士山から fli-たクロパナエンジユs ニセアカシア，ヲ5国トヂナシ=セアカシア及び一l守

応トゲナシニセアカシア古木の粧病架から常法によって病原f1，の分離を i式みた結果イiTNしも常に

Rhizoctonia 1'tj を f'J_，と hらはまた I ， '-J ーのq:，\'1';}: を有していた。

[1(1手1125 "'1三 (1950) 当喝構内市土IIIに於て，-j，:病に抗日病した英国トヂナシニセアカシア，育品ト

ゲナシニセアカシア及びニセアカシア fJi木を精査した結県，忠清日に Corticium tlt代の形成を

移しく認めた。 l!jJち 8 n 8 1::1 以降 9JJ4 口までの II\J約一週間陥で;iJ，~査し，イÎ'Jれも Corticium

111:代を見出したが， 9 n 29 Fl にはもはや抱胞子の生成を認めるととが11\来なかった。

42昭和 26 ~I三英国トヂナシニセアカシアについて観察するに， 7 月 9n には岐に I川崎な病徴

を呈しているのであるが， f旦胞子を

発見することが11\来十， I ， '-J様に 7 i:J

16fl にもまた認め件なかった。そし

て 7 r1 20 [1 に至ってm胞子の形成

を椛認し3 後 9 )g 6 Flまで辺、められ

たが，同 27 n にはもはや胞子を検
/i'1 するととは 11\来なかった。

胞子の形成はl:lH灸及び早朝に於て

よじ股的多く弓品めらオL るが， しかし十ì:

立してさがせばー n 1[ 1 いつでも見/LI

すととが11 II来る。

子実肢がlr止も多く形成されるのは

張作L ;:j(でイ杭で3 とればr'!色エF-it}

な r~j ;;jミ Jrf となって現われ3 胞子が形

成されているものは白粉状となり，

淡黄色や L 毛ば立った菌糸居にはも

はや胞子は認められない。向子実!音

の形成は病変した忠部上l亡限るもの

① 

① 

① 

ではなく p 竿ろ健全な部分に発見す Text-fig. 1-a_ A part of thermograph and humidity 
records obtained during 1950 relating to appearancε 

るととが多し指頭で子実居を擦る of perfect stage of the web-blight fungus (蜘鉄巣
病菌の完全時代が形成された期間の温度及び湿度観測

と本易に剥離しその部分には肉眼的 記録の一部，昭和 25 年) . 
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に病変は認められ左い (PL lV, A , 

B)c 

早天が続いた際及び\l占3\:!)が乾燥す

れば子実唐iこ胞子を児11'1すととは殆

どない。とのような時には子実貯を

形成している葉柄或はノト胞を湿宝

(25~300C の変温〉でがj 20 時|!i!処

到することによって多荒のJ且胞子を

生成させるととが出来た。

Text-fig. 1 は著者等が子実!径の

生成ーを調査した当場構内 i'iî;J:mの気象

観測I (気温及び関係湿度)記録1)で p

J旦胞子形成治主4めらる期間の-{;I\ を

示したものである。とれは供i式iplH升o

}pili木から約 10m の距離に主主世され

た百葉箱内の記録で3 胞子形成部分

の微細気裂を示すものではない。そ

れでとの気象条件が直ちに子実!貯の

形成条件を示すものと古い得ないと

④ 

① 

① 

とは勿論でるって3 特に温度はかな Text-fig. 1-b. A part of tl町mograph and humidity 
records obtained during 1950 relating 1:0 appearance 

りの差があるものと考えられる。 of p丑rfect stage of the web-blight fungus (蜘妹巣
病菌の完全IIJ.代が形成された期間の温度及び恨!空協泊IJ

しかしとの気象記録と上越のとと 記録のー1"í\1 ， 昭和 25 年) . 

から，本菌の子実)音及び胞子形成には， 25~30oC の向協と 90，96 以上の閣係湿度の存在が (TI:

裂な条件となるととは或る程度察知される。

ーたに担胞子からの分間gは多このようにして行った。JlIJ ち 2% プF'ゥ糖寒天〔脱脂釈iiにて措過)

を Petri []]Uこ扇子とし，まの l有国に子実居の一片をツゼリンで、/品り P 胞子を基師に;:f.手下させ

た後とれを除去し室内に置いた。 16 時lilJ後 (24~280C) 観察するに，発芥は組めて良好で発

ー芽率!土約 96% (総胞子数 547 箇中発亦)J包子 523 内)，最大発芽告2長は 360μ に i主:するものもる

った CP1. lV, C)。発芽胞子を試験管に移航して本易に持養を得たυ 又均二tí:m:f: if誌は河村(1934)

法によって行った。

担胞子ーからのi市主は病組識及び、菌緩から得たものと全く同様で差は記、められなかうた。

1) 当湯気象研究室で行った観測記録に上るの
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*l~i完杢時代の形態

子実!径は続小多分岐するl'tÎ糸の椛な集合から成り. +旦二子相は担棒状或は倒.Ejp状， J!\~色で、大さ

1O~15x7~9μ，そのm端に 2~4 í;.'，jのノj 、N'Ïを有しその長さ 2~5i_L， 各々 1 í:i，jの担胞子を形成

する。担胞子Aは倒.EjiJ JI三乃至主Jl球形で無色， えさ 7~10x5~71_Lo 発i引こ当って)j包子の-211i或は

両端から発芽管を I Jl1す (Text-figs. 2~3) 。

Text.fig. 2. Hyphae of Corticium on 
the !eaf of Robinia ρseudoacacia var. 

u附braculifera (英国トゲナシニセアカシ

ア奨上の Corticiu:m の菌糸)

次に制l胞学的観祭を行うために深貯(1932)

変法により. 2.96ゾドウ糠寒天上に主11胞子を

落下させよ発芽及び発芽胞子をSASS (1929) 

液でr，li1定し， HEIIlESllAIX 鉄 l同葬ヘマトキシ

_../ー-

-
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1、ext.fig. 3. Basidia and basidiospores 

。f Corticium on Robinia 戸se蹴ioacacia

var. 間河'braculifera (Corticium C英国ト
ゲナシニセアカシア〕の担子柄及担胞子)

リンで染色した ({J!'jj1.i 1949)。又同様の方法

で培養白糸についても行った。

Text-fig. 4 に示すように+11胞子は 2 殺を有し，発芽t(i二がMI長し陥映が形成される前に 10 tX;j 

の按を有するものも稀では友い。 叉培養菌紙に於ても Text-fig. 5 に示すように 1 細胞内に

8~10 筒の根をもち， 1~J按はや L 楕円形を云ーして比較的大で，発芽管の段も培5'1'菌糸の核も略

々同7f主で、 3うる (Pl. lV, D, E , F) 。

本菌とイネ紋枯病菌及び Corticium vagum との比較

果樹類その他の樹木類に Web blight 或は Thread blight をゐとす菌類として Corticium

Iwleroga (Coou;) v. HδHX. CSyn. Pellicularia koleroga COOKE) , C. Stevensii BURT 
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Text.fig. 4. Nuclei in basidiospores 

and g，丑rm.tubes of Corticium on 

Robinia ρseudoacacia var. t仰bra.

culifera (英国トゲナシニセアカシア上

の Corticium の拘胞子の{扮 Text.fig. 5. NucIei in hyphae of CorticiuJ叩

(Robinia �seudoacacia var. t仰braculi・

fera) growing on agar.medium (C01,ti. 
GÍUJ刊菌々糸の核)

CSyn. Hyρochnus ochroleucus NOACK) , C.ρraticola Kけ'['[LA ， C. nzicrosclerotia CMA'rz.) 

WElnm 等があるが，著者等のf.Bî ~土とれらと呉るもので， C. vagum B. et C. (Rhizocionia 

solani KiiHN の定全時代)及び、イネ紋Hi1，な菌(クス大粒白知的fïD Corticium Sasakii 

(SI-JIHAI) MNr,3Ul\fOTO CSyn. Hypochnus Sαsakii SH1 RAIJ に極めて近似である。

特I乙本病はその病徴からみれば、 Corticium Sasakíi に因る疾病に類するので，とれと著者

等の菌を比較するととに主点を置き，向 C. Sasakii と極めて近縁の Corticium vagum と

もその異同を比較した。

1. 完全時代の形態

Cortic�11l vagum 及び C. Sasakii の完全時代の形態に関する従来の記載並に著者等が

英国トグナシニセアカシアからの Corticium について測定したととろを摘記すれば第 1 表の

通りである。
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tfÇ1表完全時代に於ける Corticium vagum 及び、 C. Sasakii の形態

Table 1. Morphological characters of Corticium vagum and 

研究者
Author 

C. Sasakii in perfect stage. 

|但子柄|小柄|犯胞子
Basidium Sterigma I Basidiospore 

Corticium vagu押 1 B. et C. 

短楕円形
2~4 6.0~9.0x 5.0~7.0μ 中国，中島及び流元 (192の|

HEALD (1926) 

BURT (1926) 

GADD & BERTUS (1928) 

KTLLERMANN (1928) 

今関 ( 1939) 

KOTfLA (1945-a) 

KO'fILA (1945~b) 

沢旧 (1919) 

鋳方及び人見 (1930) 

深野 (1932) 

松本 (1934) 

野洋及び横木 ( 1936) 

中田及び河村 (1939) 

elliptical or obovate, 
4 9~15x6~13μ 

lÜ~20x 7 .5~11μ 4~6 lÜ~11 x5~9μ 

2~4 7へ-12x4へる μ

elliptisch'schiffchenfδrmig 
!O~20μ 4~6 8~14x4~6μ 

楕円形~長卵形，ー側馬平，
4 lÜ~11 x5~6μ 

8.2x3.7μ 

B.8x6.9μ 

Corticium Sasakii (SnrRAI) 乱1ATSU)IOTO

倒卵状~楕i弓状
lÜ~15x7~9μ 2~4 8~ l"1 x5~6.5μ 

5.6~12x5~8μ 4 6.5~8.4x4.8~8.4μ 

倒卵形~長球形
8.0~16.3x6.5~9.8μ| 4 5.4~9.8x4.0~6.6μ 

1O~16x8~9μ 2~4 6~ lO x4~7μ 

倒卵形~長球形
5. 8~ 12. 5 x 5 .2~8. 2μ| 4 6.0~9.6x 4.8~7.2 

13~16x6~10 μ 2~4 6~11 x5~8μ 

Corticizcm sp. CRobinia 戸seudoacacia var. umbraculiferaJ 

伊藤及び紺谷 lÜ~15x7~】，9 f1- 2~4 倒卵形~類球形
7~ lOx5~7μ 

岐に松本 (1934) ， 中田及び河村 (1939) によって指摘されているように， C. vagum と

C. Sasakii の形態は極めて近似であるが，や L 異る点!主 C. vagum の担胞子J土幅に比して

長さが大で楕円形乃至長卵形をえするに反し， c. Sσsakii は球形に近く倒卯形乃至類球形の

傾向があるととである。

Corticium vagum については BURT (1926) により，又 C. Sasakii は沢田(1912 a) , 
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鋳方及び、人見(1930) ， 深野(1. c.) ，松本(1. c.) , 肝ilt及び蹴木(1. c.) , r!~ 同及び河村

(1. c.) の報文からその形状を

転写して示せば Text-fig. 6 の

:iillりで 3 両国とも組めてよく似

て沿るが3 若布等の菌は C. 

Sasakii Iこより近し 'J，r'J松本

(1. c.) 及び深野(1. c.) の図に

組めて類似している。

2. 塔養比較

著者等がクロパナエンジユ及

び英国トゲナシニセアカシアか

ら夫々分離した Corticium の

2 菌株，イネから分離した紋キIlj

病菌 Corticium Sasakii の 2

}~Î株1) 及び著者等がカラマツ子

市(立柿病)から分離した型的

な Rhizoclonia solani と忠わ
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Text-fig. 6. Basidia and b呂sidiospores of Corticium 
uσgum and C. Sasakii. (Corticizcm vagum 及びイネ
紋枯病菌の担子柄及び担胞子) (拡大卒不同) . 

a~e， Corticium vagum; f-k, C. Sasal琩 Ca-e, 
BUH.T (1926); f , MA'L'SUMO'L'O (1934); g , 深野
(1932); h，中国及び河村 (1939); i，野津及び横木

(1936); j，沢CLI (1912); k，鋳方及び人見 (1930)) 

れるもの 1 菌株，合計 5菌株を

よjJ鈴碧;lJ天に町芸して比l院を行

った。 25 0 C， 10 日後の状況を

摘記すれば5i'~2 表i亡示す泊りで

ある。

第 2 去にみるように，仇!Î.え 5 8\1株の mîii長の特徴は互に極めて類似して沿り顕著な差は1認め難

い (P1. V, A) 。 強いて差を求めるならばカラマツ子-NîÍJ斗ら分離した Rhizoctonia は菌叢

が浪色3 気 J!lfïj糸がや L 多く又 T{\î1妥;形成の状態が他の 4 iliî株と具るだけである。;苦Jf等の

Corticium 菌と Corticium Sasakii は甚だよく似てたし 25 0 C で菌叢の色s 菌按の形成状

況に僅少の差があるように忠われる点があっても， 200C IL於ては殆ど全く差カ克宏、められ友い

(P1. V, B) 。

1) 島根県農事試験場桜木氏及び九州大学吉井教授から分譲されたものである。
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第 2 表 各菌々叢の特徴

Table 2. Macroscopic appearances of the fungi on agar-medium. 

菌名|寄主|
Fungus Host I 

|クロバナエ、 | 
Corticiu四 1:/ 1--':'./ ~;';，;' -I 
SD|A側~pha

y fruticos,a 

英国トゲナシ | 
l ニセアカシア | 

Corticim叩 1|
SD l Rob-l 
!-'.ρseudo叫caciavar.i 

Rhizoctonia 
solani 

ztmbraculifera I 

カラマ'7 I 
Larix 

kaempferi 

Corticium イネ
Sasakii Oryza 

Corticium イネ
Sasakii 0η 

採集地
Locality 

山形
Yamagata 

Pref. 

東京
Tokyo 

東京
Tokyo 

島根
Shimane 
Pref. 

福岡
Fukuoka 
Pref. 

菌護の特徴
~acroscopic appe訂ance of the colonyl) 

菌叢は Light Ochraceous Buff，菌 l亥は島娯状に形
成されその色は Cinnamon-Brown。 菌伎の表面に
屡々 Hay's Russet 色の水滴を溢泌する。

向上。差は殆ど認められない。

菌叢は気中菌糸に宮み，や L濃色で Ochraceous
Buff，菌叢上に同心的に及びガラス壁に接着して
多数の菌核が形成され，色は Pale Ochraceousｭ
Iヨuff。

[ 菌膿醐脚叢劃猷lは士 … s叩p 崎山一ど羽一同
縁にi近丘品Lい、部分は獲色や L綴密となり B勘on問e Brown九1h 。

l 上と極めて近似で主ιジるが菌叢の中央部古が:濃色，や L
綴密となり Bone Brown。菌核の形成を認む。

1) RIDGWAY, R. (1912). Color st四dard and nomenclature. 

向とれらの菌を Petri 皿に培養し，菌叢が充分に発育してから皿の蓋をとって香臭を検す

ると，マメ科樹木からの Corticium 菌及び、カラマツからの Rhizoctonia 菌は不快な徴臭を

発するに対し，イネの Corticium Sasakii は 2 菌株ともキノコのような芳子守を J/J:.った。と JれL 

は数回実験を反覆したがいで歩F

3. 菌糸の発育と温度との関係

前述供試 5菌株について菌糸の発育と温度との関係を Petri 皿法によって調ぺた。 15鈴持

寒天を使用し， 24 時間後の各温度に於げる菌謹の直径を示せば弟 3 去の通りである。但し各

菌株，各温度とも Petri 皿 5 筒の千均を示す。

第 3 去をみるとカラマツ子古からの Rhizoctonia 菌は各温度に於て他の 4菌に比ぺて発育

が不良で、 25~280C を埴温とし， 35 0C では発育が極めて微弱である。クロパナヱンジユ及び

英国トゲナシエセアカシアからの Corticium 菌はこの Rhizoctoniα 菌よりも発育旺盛では

あるが，略々同様の傾向を有し， 25~280C に於て最良の発育を示し， 35 0 C では痕跡的な発

育が認められるだけである。

イネ紋枯病菌 Corticium Sasakii は 25~300C を適温とするもの L ょうで，向 35 0C に

於てもかなりの生育をする。

即ちイネ紋枯病菌 Corticium Sasakii は著者等の Corticium 菌に比べて適温及び、最高温

がや L 高い。
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1fÇ3表各fi4 々糸の発育と vi;l皮との関係

Table 3. Reh�on between the mycelial grpwth of the fungi 

and the temperature. 

ペア ! 菌叢の直径 (mm) 
菌 名 l Dian訓告r of the colony (mm) 

日昭凶 I 150C 200C 250C 280C I 300C I 350C I 400C 

Experiment--1 . 

Cor似仰 sp. (A問。ゅ加， Yamagata) i 19 26 40 54 29 +1) I -~) 
CorticÏl仰 sp. (Robinia, T向。) 12 36 61 58 41 9 

Rhizoctonia solani (Larix, Tokyo) 12 20 26 27 15 牛

Cor似側 SasaJû((Oryza， Shimane) 12 26 41 43 ω 15 

Corti仰押I Sωakii (0ηza， Fukuoka) I 20 34 45 47 48 10 

Corticium sp. (AmorρJw， Yamagata) 

CorticiU1叩 sp. (Robinia, Tokyo) 
Rhizoctonia solani (La打x， Tokyo) 

CorticiU1叩 SasaJlii (Oryza, Shimane) 
Corticium Sasakii (Oryza , Fukuoka) 

Experiment-1I. 

13 

9. 

10 

9 

26 44 43 

35 56 53 

14 24 19 

25 34 41 

23 40 43 

話: -+・・・・ J恨めて{i'liかに発育すの 一ー・・・全然発育せず。

22 十

22 + 
13 + 
32 7 

35 10 

松本等(1933) 及び松本 (1934) は C. Sasakii とC. vagum の区別の主要な拠点として

C. Sasakii の発育;自由li主 C. vagum よりもや L 高いととをるげているのであるが，とれか

らみると普段等の Corticiu1n Wl主紋十Ilî病jÏ;j よりも竿ろ C. vagum に近い。

4. 菌糸の形態比較

松本(1. c.) は紋枯病ï~îの菌糸は分岐点に於て編れが/1\来るが， C. vagum にはとれが顕著

でないと注べているが，著者等が比較を行ったととろでは供試 5 j:Mともとの点差が認められな

い (Text-fig. 7)0 

5. 菌糸の融合

糸状菌に於て3 雄触現匁を呈する場合をI~f;き，同一極IHlでは接触点で菌糸の融合がff過に見

られ3 叉具種間には菌糸の融合が起らない場合が多く知られている。

松木等 (1932) ， 中間及び河村 (1939) は紋枯病菌及び近似の菌類の異同を知るー拠点とし

てとの現象を利用している。

著者等はマメ手;1，樹木からの Corticium と紋枯病菌及び Rhizocionia solani の近縁関係

がとの現象から知り得るかどうかを松本等(1. c.) の方法に準じて検した。

即ち Petri 皿内に殺菌したスライドグラスを入れ，との上に 2.96 プドウ糖寒天の薄居を作

り，とれに菌糸の融合を検査せんとする 2 筒の菌糸を近接して移植して 25 0C に保ち， 12~24 
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T巴xt-fig_ 7_ Hyphae of several fllngi examined 

(各菌の菌糸)-

1, Corticium on Amorρha fruticosa; 2_ Cortiｭ
cium on Robinia ρseudoacacia var_ umbraculiｭ
fera; 3, Rhizoctonia solani 0ロ Larix-see辻ling;

4, Corticium Sasakii on ric邑 plant (Shimane 

Pre傔); 5, c-Sasakii 0ロ rice plant (Fuklloka 
Pre傔) _ 

- 55 ー

時間後両者aの菌糸が発育11j1長して互に接触した時p スライドグラスを取出して両菌糸の接触点

を検鏡した。

反覆 4JI!Jの実験結果を示せば第4 夫の通りである。

第 4去から明かなように，クロパナエンジユからの Corticium は英国トゲナシニセアカシ

アからの Corticium 及び、紋1'ìlj病正l (島根及び幅同)とのIìfHこ菌糸の融合が認められるが3 英

国トヂナシニセアカシアからの Corticiu l11- はーの紋枯病菌(島根)とは融合するが他の紋枯

抗菌(稲|叫)とは融合しない。

カラマツ子首からの Rhizoctonia solani は他の何れとの陪lに於ても菌糸の融合は全〈起と

らす乙叉紋枯病iliî同志でも島根系と幅同系の菌糸の融合は完全ではない。

即ち著者等の Corticium は Rhizoctonia solani との聞にFi1糸融合は全〈認められや，又

紋枯病菌でも品組系と繭同系とでは融合状態が異る結果になっている。
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首~4去各苗nuの菌糸融合の状況

Table 4. HyphaI fusion in various combinations of the fungi. 

Coγticiurn sp. I Coγticium sp. I Rhizoctonia Coγticium Cortici叫m
(A:側γ伽r) I (Robinia) I sol側i Sasal稱 I Sαsakii 
クロバナ|英国トゲナシ(んげな) (Rice plant) I (Rice plant) 
エンジユ|ニセアカシア| カラマヅ i Shimane Pref. I Fukuo~-ca Pref. 

Co叫cium sp. 
(Amor戸ha) 什+一+土

グロバナエンジユ|

Rhizoctonia 
sola担i (Laγix) 
カラマヅ

Corticiurn Sasぬiil
(Rice plant) 

Shimane Pref. 

Coγticiurn Sasakii 
(Rice plant) 
Fukuoka Pref. 

註 什圃・・・・完全融合 (perfect fusion) , 
十・・ ・・・不完全部!合 (imperfect fusion) , 
土・・・岨・接触融合 (contact fusion) , 
一・・・・融合ぜず (no fusion) . 

Corticiu例 sp.
(Robinia) 

英国トゲナシ
ニセアカシア

け
廿

土

++ 

++ 

十ト

6. 病徴の比較

Corticium vagum と C. Sasakii の特徴上の差異として， C. Sasakii は植物の地上の高

い部分の葉を侵すが， C. vagum の叫合にはキャベツ或はチシャのような杭物以外では大体

とのようなととはないと言われている (WELLòIAX 1932，松本 1934) 。 との点からみれば著者ー

主宰の Corticium 菌は C. Sasakii Iこ近い。

7. 禾本類に対する病原性

Corticium Sasakii はイネに対して IIJj瞭ないわゆる紋枯症状全呈せしめるものであるが，

中間及び河村 (1939) の広汎な接間l試験によれば， Corticium vagum (Rhizoctonia solani) 

は禾本新!に殆ど病院〔性を現わさない点で， C. Sasakii と区別出来ると述べている1)。

著者等の Corticium 菌と C. Sasakii を比較するために 3 前記 5菌をリクトウ(農林 20 号

及び、国光)及び、 SurTER'S grass") (KY. 31 F) に接種試験を行い病原性を検した。

1) 九州大学吉井教授から著者の一人伊藤に寄せられた手紙の一節に「河村栄吉君の説によれ

ば紋枯病菌と C. vagum (Rhizoctonia solani) とは，前者が禾木科にも寄生すると言う以外には

耀かな差がないと言うことです。参考までに」と述べられている。

2) 寒冷期にも生長する草 Eいわれ，近年米国から輸入され，飼桝及び砂防用として増殖され

ている。この学名として Festuca elatior var. arundi叩acea をあてる入もあるが，未だ確定して

いないようである(当場井上場一郎技官による)。
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(1) リクトウに対する接般試験

a. 実験方法

有I(木鉢及び木和に土壌をいれ~ 30 ポン人 1 時間高圧殺菌を行いs とれに予め 800 1;~ウス

プルンで泊毒した障子を蒔き (5 n 10 日)，後戸外に沿いて間づ|及び、i丘肥を行った。

開花i哲j前後に( 9 月 17 日)とれをガラス室に搬入し，接種を行った。接間の方法は， ffZï立i

水でイネの葉f引を洗糠し，との部分に予め馬鈴薯寒天に培養して沿いた各国の荷諜から 5mm

.Lji.方大l乙切りとって接着させ3 その上を殺菌7Kを合んだ脱脂綿及びパラフイン紙で包んだ。対

照として新鮮な.国鈴薯寒天(菌糸を杢〈合まないもの〉を接着させて，全〈同様の処世を行っ

た区を設けた。

実験場mn中は陥日 i亡接種部の股脂綿に殺菌水を補給した。

供試菌阻及びイネの品極ごとに，夫々 12 本宛fL接種を行い，叉実験期nn4tの故高及び最低

iÆitbltlま夫々 30 0 C 及び 19 0C であった。

b. 実験結果

接種から 8 日後 (9 月 25 日)に於ける結果の概要を第 5 表に示す。

'tj'Ç5 友各菌のイネ及び SUI'l'ER'S grass に対する接極試験

Table 5. Parasitism of the fungi to rice plant and SUI'l'lm'S grass. 

菌 名

接種積物
Plant inoculated 

Fungus 

リタトウ

Rice pl訂lt
SUITER'S grass 

農林二十号 l 国 光|

Corticium sp. (Amorpha , Yamagata) 

Corticium sp. (Robinia, Tokyo) ー「

Rhizoctonia solani (Larix, Tokyo) 十

Corticium Sasakii(Oryza, Shimane) 

corticium Sasakii 向叫 Fukuoka) I 

村1

T
 

'
T
 

ttt 

Hi-

什
村

比
Control 

較

註 ttt. . . . . .極めてW3瞭な紋祐症状を塁す。

++・・・・・・や L 崩瞭な紋袷症状を呈す。

十・・・・・・病原性を現すが紋枯症状は認められない。

-......病原性を示きず。

第 5 去から明かなように Corticium Sasakii はリクトウ(農林二十号及び国光)に対して

激しい病原性を現わし，明瞭な雲紋形の紡枯症状を主せしめたが，著者等の Corticiu1n 菌及

び、 Rhizoctonia 菌は杢く病原性を示さなかった (Pl. '1 , A, B) 。



--58 - 休業試験場研究報告第 54 号

( 2) SUITJm'S grass に対する接陀試験

当場椛内市1:flll乙於て本[，':)に抑nったトグナシニセアカシアに近接して千li'ciJ.ーされていた SUITER'S

grasB の葉が忠吉[1に接触し，とれがIりjかに病変を起としているのを!遅々認めた。との Sur'fElt'"

grass の病斑は拠色して苅次色に変じ_， i'たして紋1;~î症状は呈さなかった。とれから分間!を試み

トゲナシエセアカシアの菌と同ーのものを持た (Pl. \T, D)。

との観察を史に確かめるために3 前記 5 菌株を接紐してそれぞれの SUl.1'~m' f; gra四に対す

る病原性をしらべた。

a. 実験方法

前実験と同様にして搭和した Sur'l' Jm'R gra~s の;蛇身に接種し( 9 月 26 rI)，ガラス鏡(.f府

県)をかぶせて乾燥を防いだ。

b. 実験結果

t(~5 去に示すように供試各菌株とも IIJJかに病原性を現わし， Corticium Sasakii はや Uリj

瞭に紋柿症状を呈したが，王子高等の Corticium ì'tî及び、 Rhizoctonia ì岩では黄色乃王茨黄色

の病班を IH現ずる点に差が認められた (Pl. \1 , C) 。

論議及び結論

果樹及びその他の樹木に本約近似の疾病たゐとす Corticium If;Ìとして. C. kolerogα 

(CO()](Io;) Y. H�.;l) (S 'l'E\'E:\R 及び HAM， 1909, BUH'1' 1918, WOLP 及び、 BACH 1927，鋳方

1927, NAll.ASIMI'L¥N 1933, TIM 及び、 BONXElt 1942) , C. Stevensii BUltT (BuR'l' 1918) , C. 

praticola KOTlf,A1) (Ko'rlLA 1928, 1929) 及び C. microsclel叫ia (MA'1'Z.) WEJ:日R (MA'l'z. 

1917, Wmmn. 1939, LA1H:E 1944) が，又シダ会Jlには C. anceρs (BlmR. ed SYD.) GI:EGOlt 

(GUBGOR 1935) があり， 1む Citrus の~~にHE点を形成する C. areolatum S'l'Almr, (S'l'AIIEL 

1940) がるる。しかしとれらの立iは何れも菌按，菌糸束の形成状況，完全時代の形態及び崎誌

上の性If'fーからみて苦 fí'等の菌とは|円かに異るものでまうし著{-)'等の Corticium 菌は C.vagum

B. et c.l)及び、 C. Sasallii (SH江tAr) MATRUlIfO'l'() Iこ極めて類似のものである。

白井(1906) はクスの“白来日病"を主?とす菌を発凡し，とれは Hyρochnus solani (Cortiｭ

cium vagum) とは具るものとして新に Hyρochnus Sasakii と命名した。後l亡沢fJj (1912 

a , 1912-b) はとれがイネの紋枯病菌と|司ーであるととを立証し，クスの本病に大位白絹病たと

る名称をつけた。

それから久しい間イネ紋枯病菌(クス大粒白桁病菌)は Hyρochnus Sasakii SHIRAI と言

う学名でよばれて来たのであるが3 松本(1934) は Bun'l' (1914) の分担方式")に従って本菌

1) ROGERS (1943) はこれらに対して Pellicularia 属を使用することを提唱している。

2) 担胞子の表面が粗縫で凹凸があり，且つ多く(土着色しているものを Hypochnus 属に，叉

その表面が平滑で無色のものを Corticium 属とした。
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は Corticium lù"~に移されるべきだと主張した。

BUR'l' (1. C.) のうHfi方式は未だ学界に於て充分採川されているわけではないが，組めて近似

のとれら両国が異る耐にあるととはいかにも不合理であるから，著者等は BuH'1' (1. c.) 及び

;絵本(1. c.) の主張に賛意を表してとれを Corticium 属に編入するととにした。

C. Sasakii は組めて多犯性で禾本字l名立物のみならす手数多くの科属にわたって侵すものでる

るが3 沢口 I (1919)，中町及び河村(1939) は木本性寄主としてはクス3 クワ，シマグワ，クズ

をあげ，又渋川及び制 rJI (1942) はヤシヤプシ及び、ヒメヤシヤブシ市木の池上部I-C本菌が寄生

すると述べている。

C. vagum 及び C. Sasakii はともに完全時代を形成するととは比較的所なものとされ，

特に人工均安芸上で・の発見は殆どなく，自然状態で等主上に形成されるととが報告されている

(SH ,qy 1912, r~l 川等 1922， HE.ALD ]926 , TE~G 1929，今関 1939， KOTILA 1945 -a, 1945 -b, 

I りj 日山及び!IJ rll 1950，沢[1 1 1912-a, 1912 b，鋳方及び人見 1930，深野 1932，松本 1934，

野津及び横木 1936， 11 1 回及び河村 1939) 。

SlTAW  (1. c.) によれば落花生上での C. vagum の子実居は陰湿地に生成されるものであ

り (Ko川.A 1929) ，又 C. Sasakii についτ沢lrI (1912 a) は菜立，落花生のような軟い杭

物に本菌の品胞子はよく生タるが， tn害，イネ，クスなどのような硬い植物では稀でるり， 1/11 

陰影地に形成が多いと述べている。

鋳方及び、人見(1930) はC. Sasakii の担胞子の生成者三イネについて認め， 1Mとれは夜IHJに

形成されるもので早朝には多量に認められるが，太陽が昇ってからは子実隆治:乾燥するため

に，もはや胞子を見出すことが無くなると述べている。著者等はユセアカシア，英国トヂナシ

ニセアカシアその他のマメ科樹木に，盛夏の候i乙は彩しく担胞子が形成されるととを見， 1M こ

れは早朝に l!l{るものではないととも明かにしている。とれらの樹木に詳述に完全時代が生成さ

れるのは樹形及び躍の繁茂のしかたが，姐胞子の形成l亡好越なi毘度s 湿度及び、陰肢を与えるた

めと足、わ~l る。

ULJ別、m;l' (1939) は Rhizoctonia solani に倍されたワタ市を 27~290Cで数 nlilJ湿去処却

を行うととにより s その完全時代 (Corticiunz vagum) の担子柄及び、姐胞子を形成させ，叉

KOTIL.A (1945-b) はゴムノキの幼葉i亡接種し， 21~250CJ 関係湿度 90~100_9-ó の条件のも

とで 9~10 日後完全時代の形成を認めている。著者等は胞子の形成が認められなくなった子実

居を 20 時間前後湿室処理 (25~300C) するととにより多量の胞子を屡々得るととが出来た。

又気象観測記録と野外i乙於ける担胞子の形成との関係をみても， ULLSTRU1' (1. c.) 及び、 Kü'rlL'\

(1. c.) が述べている温度及び湿度条件が著者等の Corticium 菌に於ても必要でるるととが

うか\:;' lコ ~L る。

松本 (1934) は C. v!毛(Jum と C. Sasakii の区別点のーとして. C. vaguJjz は 2， 3 の植
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物を除き地上部を侵すととは殆どないが， C. Sasakii は高い部分にまで被害を及ぽすと連ぺ

ている。 C. vagum は多くの場合地下部及び、接地~.fllを侵害するものであるととはよく;í:n られ

てむし叉地上若干の高さの部分にも被害を及ぼすととも T日制 (1929) ， TrLl<'OHD (1930) , 

W m，I.:~rAN (1932) , UJ.L日'.vRUI' (1936) , N EAJ, (1942) 等が陸々の植物について認めているとと

ろである。しかして近年寄主植物のかなり高い部分が Rhizoctonia 菌によって侵される事実

が COOLEY (1942) , NJつAL (1944) , KOTILA (1945-a, 1945-b) によって報ぜられ，ある程度

、，veb-blight 状を呈するととも述べられているが， とれらは総て Corticium vagum (R. 

solani) と同定されている。

従って病徴から両者aの区別};~î" をあげるととは困難で、はあるが，著者等の Corticium I~ìは地

而から 50~60cm の高い部分までも侵すのが普通で、 11つ顕著な Web-blight を呈するので，

との点からみれば白井(1906) 及び沢田(1919) が記録している C. Sasakii のそれにより

近い。

尤もC. Sasakii はマメ科作物にも韮しい被害を与えるもので，横木 (1927) によればグイ

ヅの病徴は「・・・・病斑拡大し3 雲紋形又は虎斑形となり，健全部との境界は柏濃き貯制色を呈

する・. .J とあるが， 1, a科の樹木の病斑にはとのような IUî瞭な斑紋は認められない点にいさ L

カ込~::カまある。

完全時代の形態については師 l乙絵本(1. c.) , 中間及びj可村(1. c.) によって指摘されている

ように C. vagum 及び、 C. Sasαkii は互に極めて近似でイlòJj然たる差はないが3 たピ C. vagum 

の担胞子は C. Sasakii I乙比べてや L 細長い傾向がある。との点からすれば著者等のrw幻[;態

的に C. vagum よりも C. Sasakii により近い。市ill)Jê!.学 (I'~山1微に於ては3 著手千等のìïìは C.

Sasakii (1架野 1932) と殆ど1'):がないがg しかしとの点は C. Sasakii とC. vaguJ11. が極め

ておH以しているのでやザれとも1ヲいf引い。

静養基上の菌叢もまた互に類似しているがp 松本~~ (1932) によれば C.ωgum の[1\封書の

発育は C. Sasakii i乙比較して手引当であり 3 菌緩は小形口ーつ局千であるとされ3 又 r!t rn及び河

村(1. c.) は C. Sasakii はC. vagum I亡比べて帯主主主上にì1t阪を形成しやすしその菌根は

概して大型で、表面融情な場合が多いと述べ3 即ち菌肢の多少及びその大さに差があるとしてい

る。著:高等のl'tî と C. Sasakii の間にはとの点差が認められなかった。たピ閣議から発する香

臭には若しい差がるに著者等の蕗i及び、カラマツ子市からの Rhizoctonia solani は共に不快

左徴央を発するに対してp イネから分離した C. Sasakii はキノコのような芳脊を発した。

菌糸の発育に対する温度の関係、は，迷路(1930) が C. Sasakii とオランダ産 Rhizoctonia

solani とを実験した結果によれば， C. Sasakii は 28~320C を辿i日!とし 36 0 C に於てもよ

く発育するのに対し， R. solani のiIði，'riIは 24~280C で 36 0C I乙於ては発育せや， C. Sasakii 

よりもや L 低i院を好むと言っている。松本等 (1933-a) 及び松本(1934) によれば C. Sasakii 
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は発育が辿ーかで 28~31 oC を遁i1lìl とし， 叉C. vagum は綬慢で趨i!rilは C. Sasakii よりも

やd-尽く 22~310C であるとし， C. vagum は 34 0 C では全く生育しないが. C. Sasakii の

故高温度は 37 0C で，とれが両者を区別する性質の 1 であると述べ，又II号待及び、横木 (1936) も

C. Sasakii の:ìili温は 30 0 C 前後であると記している。しかし治EII及び細田(1942) によれば

ヤシヤブシ及びヒメヤシヤプ刊百木の地上部を促す立iはイネに対して IIJjかに雲紋状病斑を形成

し，晴義Jι上の性質及び形態(但し定全時代は認めていない)から C. Sasakii に一致するも

のであるが3 立j糸発育の誼協は 25 0C， 最高温度は 35~400C で，他の研究者Aの結果よりもや

L 低いととが報ぜられている。

C. vagum (R. solani) の発育に対する混疫の関係については多数の報告があれ菌系に

よってその最埴協に若干の差がJZめられ， 30 0 C 附近を故埴温とする昆i系の存在を迷ぺている

人 (LECLImU et al. 1942) もあるが3 しかし 22~300C を最適温とする成訟が多い。 COOLEY

(1942) はアメリカヒヒラギ (Ilex 0ρaca) の地上部に Web-blight 状病徴をもたらし且つと

れを落葉させる R. solani (C. vagum) の菌糸発育温度は 15~30oC で，最埴i毘は 25~30oC ，

35 0 C では生育しないと述べている。

著者等の実験成結はイネからの C. Sasakii の適温ば 25~300C を示し， 35 0 C に於てもか

なりの生育をするに対し2 マメ科樹木からの Corticium 1岩は適温1 25~280C で， 35 0 C では

痕跡的な発育しかぜや，とれはカラマツからの Rhizoctonia l!f;j と傾向が同一であった。 r吹 l乙

著名等の Corticium fBはI者糸の発育 lこ対する温度関係からみれば C. Sasakii よりは~bろ

C. vagum f乙;迂い。

次に C. Sasakii と C. vagum 及び類似菌を区別するー拠点として松本等(1932) , 中 Flj

及び河村 (1939) によって試みられた菌糸融合の有無の関係をみると，空宇苛等の Corticium

前はカラマツからの Rhizoctonia solani (C. vagum) との問にはどをく菌糸融合は認められ

や， C. S asakii (島根)とは融合する。従ってこの点からみれば C. Sasakii に近いと言い得

る。しかし同じくイネの紋枯病菌 C. Sasakii でも同ーの結果は示さや，即ち英国トヂナシニ

セアカシアからの Corticium 立iはーの C. Sasakii (偏向系)との 11[]には ïÏ;Y糸の融合を認め

るととが}l:11来なかった。

とのことは C. Sasakii がかなり広い範囲の諸性質をもった一群に対して与えられた名称で

あるととを意味するものと解すべきではあるまいか。

我が国に於ては Corticium vagum (Rhizoctonia solani) と C. Sasakii を書j黙と区別

しているが海外ではとの両者を同一菌として取扱っている。

SI-IAW (1912) はインドに於て，叉 REfXKIXG (1918) はフィリツピンに於て Rhizoctonia

ßiîが種々の植物を侵すと述べているととに対して，沢田(1919) は「との名称のもとに Hy

ρochnus Sasakii 菌の存在を暗示するものあり」としている。
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PALO (1926) はフイリツピンに於て， PARJ(及び B~;R1'l$ (1932) 並に GADD 及てy: BEWl'U8 

(1928) はセイロンに於て，叉組 (WEr) (1924) は中華民国に於て 3 イネの紋あli病に極めて近

似の病;与を研究し，犬々その病原菌を Rhizoctonia solani 又は Corticium vagum として

取扱っている。 j主総(1927， 1930) は Pi\ LO (1. c.) が R. solani としたmと 3 我が国の紋他

病fÆì C. Sasakii 及びオラングからの Rhizoctonia solani を比較研究し3 フィリツピンの菌

l土正に C. Sasakii に該当するもので， 叉オランターの R. solani はとれと異るものであると

とを実証した。

1[ 1 川及び、川村 (1939) は BE Il'l'US がセイロンに於てイネから吋， X JAcon がジヤワ IC.於て

Centrosema , Vigna から件，犬々 R. solani として取扱っているものは，我が国のイネ紋

柿府}Ï<]'と一致するととを l閃かにした。

Voom-mER (1934) は北米に於てトウモロコシ i乙 Rhizoctonia zeae sp. nov. を記il売して

主? 1) ，又 RYKEH 及び Gooml (938) は本邦の紋1ì1j，hÁJ と全く等しいイネの病存を研究した。

この病原菌は[[t同b色の菌J肢を形成し，その性質もまた R. solani 及び、 R. zeae と異るものと

して新に R. oryzae と命名した。]互に RYI(lm 等(1. c.) は R. solani の rl! にも紋村症状を

呈する菌系の仔主L:するととをj主ぺ， r東洋の研究者は大きな菌肢を形成する R. solani の国系

を Hyρochnus (Corticium) Sasakii と称している」と結んで、いる。

rj! 川及び河村(1. c.) は RYKEH 等(1. c.) から紋十Ili症状を呈せしめる Rhizoctonia solani 

と称する菌の分譲をうけて， :.í誌が国の紋Ni病j'ßì と比較の結県，とれは C. Sasakii I乙法当ずる

もので R. solani とは呉るものであるとした。

以上述べた上うに海外に於ても，我が国で C. Sasakii とよんでいる曲が存在するととは廷

のないととろであるが3 と Jし を R. solani (C. vagum) と区別はしていない。 C. Sasakii と

C. vagum の区別点の大きな拠点は禾本干:ト航物に対して前;Jすが病I!í( 'i:'tを示し後者・はとれが1聴

いか或は極めて微弱な点があげられている (rll LH及び河村1. c.，その他)。しかして禾本美Iîi6

R. solani に対して免疫性或は叫抗'i'tで、あると j芋う?f:1X台もるるが (NI川'l'ON 及び MAYEIl自

1935，その他)，又一方とれによって著しい病微を呈する場合も報合されている。との若子の仰

をあけr ると SAòrum" 及び、 G.A nnETT (1932) , HY;¥ER (1937) , BUIH (1942) , BRCEHT, (1951) 

はコムギ，エンパク等の子苗の地下部が R. solani によって侵得されるととを述べ3 叉 R.

solani の菌菜、の rlt にはとれら禾本類の地下部を侵すが3 地上部iとは病原性を現さないものも

失11 られている。禾木知の地上部が Rhizoctonia 菌によって著しい被害を蒙る例が PIPER 及

び、 COE (1919) , MOSTEITII (1926) , DrCKINRO;¥ (1930) によって報ぜられ，即ち牧草類の地上

部i亡クモノス状の菌糸がからまし芝生及び、牧草が団状に枯死する (brown patch) 状況を述

ぺ，との菌を R. solani と同定している。そしてとれらには雲紋状の病徴を呈する事実は記

されていない。
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RYKEll 及び GOOClI (1. C.) が R. solani として取扱っている菌系の中にはイネに紋枯症

状を起とすものと，病原性を示さといものがあり，前者は小川及び河村(1. c.J によってc.

Sasakii と同定されたのであるが，しかしイネ以外の禾本主fîを侵す菌もまた総て C. Sasa!?ii 

であるとは考えられすら R. solani (C. vagum) は少くともイネ以外の禾本類を臼すととも!延

々あにたピ型的在室紋状の病微を現さない点で区別の11\来る場合があるようである。

著者ー等の接回試験によれば，マ ß ，利f'利:1付!

S却olωα仰ni と忠はれる菌株と同様に， イネに対しては全く病原性を示さー九 との点IIIJ fI手に試験し

た C. Sasa!?ii がI1JJかな主紋状の病f誌を呈するのと異る。しかし同じ禾本類でも SU:'l'EH'"

g"rass に対しては著者等の Corticium BH及び、 R. solani は明かに病以性を示すもので，

たピ C. Sasa!?ii はこれに対しでも紋1'i'î広状を呈し且つ病原性が)，くなる点で差注が認められ

るのである。 PIl'EH 及び、 COE (1919) は SUl'l'lm's gra~s に極めて近縁の red fescue 

(Festuca rubra) が Rhizoctonia solani に侵されるととを述べているが3 その病徴は著者

等の Corticium 立i及び R. solani によるものと類似している。

故に lf~ 川及びi1if村(1939) その他の人々が言うように， C. vagum と C. Sasakii を~ミ本

到に対する病!11性の有無によって日Jjけるとするならば，とれは単にそれらの菌が禾本類を侵す

能力の有股に限定せや，その病微をも重視すべきであろう。

C. Sasakii が C. vagum とは川和であるとする決定的な拠点は:込められないのでb る

が，それにもかかわらや，松本(1934) ， '1 1 m及び河村 (1939) その他の我が国の研究者手は各

々異るものとしているυ とれらの人々が別陸とする区別点， ft!lち完全時代の形態，土庁芸応上の

l\Hj;妥の大ノ九菌糸の発育に対するi温度の関係，両者の菌糸の融合せざる点及び禾木科に対する

病原性の有1!\~等の諸

ものとの結論をみちびいているもの L ょうである。

今との両者を呉る屈であると言う我が国の研究結果に立刑して 3 者HJ.j-等の菌はそのイiiJl'U亡肘

すべきかを検jすするととにする。持者等の Corticium 碕は病微からすれば正に従来大位自称i

病(イネ紋Ni1iめと H引玄れて来たものと一致し3 又完全時代l乙於ける形態及び、菌糸の融合状態

からみても C. Sasakii により泣い。しかしー菌糸の発行に対する泊度，培養基上の首長から発

散する臭気及び禾本類特にイネ iこ対する病原性からみれば C. vagum とすべきもので，即ち

著者等の菌は C. Sasakii と C. vagum の両者の性質を有するものと言うととが出来る。

と~ Iこ於て著者等は C. Sasakii は C. vagum と別種であると言う見解にいさ L か疑義を

もたざるを得ない。尤も C. Sasakii にイネを位さない菌系が存在すると考えられないとと

もないが，しかし裁ではイネに対する病原性の有無を重視して(現今の菌類の分類が何によっ

てなされているかに考え及べば3 少くとも現段階ではとれを種の重要な区別点とするととにや

L 無理を感ゴドるが)，著者等の立iを C. vagum B. et C.の一系統としてたくととにする。
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摘要

木、m交は盛gの院にクロパナエンジユ(イタチハギ)，ニセアカシア，手ミー国トヂナシニセアカ

シア及び青山トゲナシニセアカシアの地上部を位して Web-blight (~);II~::l(巣病)をたとす病拝

の，主としてが:iIJ日Iむについて行った若干の実験結果を池ペたものである。

ヨド病}Jj(fMは õ(;'i3:_I:に h佐々完全時代を形成し，とれは l引かに Corticium 属に隷f，if"するもので

ある。本立iはイネ紋M病J'i\j (クス大粒(r知的菌) Corticiu11l Sasakii (SnmAI) MATSUi¥l�'l'() 

(Syn. Hyρochnus Sasσkii SJJIRAI) 或は C. vagunz Bmu;:. et CUH.'I'. (Rhizoctonia solani 

Künx) に近似するものである。

それで本菌はそのやすれで、あるかを知るためにp 病徴，完全時代の形態，培芸基J-.のßÎ叢，国

糸の発育・と温度関係3 国糸融合の状況， 1白糸の形態，禾本類に対する寄生'1'1:等の諸点を，イネ

紋Nî病JÏ;Î C. Sasakii 及び、 Rhizoctonia solani と比較した。

そのあrf，l1~は病徴，完全時代の形態， ì'l\Î糸融合の状態からみれば C. Sasakii に近く，又弘i糸

の発育に対する詰U1L 培養l，U:の首選から発散する!込気及び、禾本類4、?にイネ i乙対する病阿佐

からみれば C. vagU11l I乙近く 3 従って本市はとの両;行-の rl 1f IUの性ETをもっていると背うとと

がIH来る。

C. Sasakii と C. vagum との 111]にはi!刊然たる差は認められないもので3 外国に於てはと

れを区別せやに C. vagum (Rhizoctonia solani) としているのであるが3 我が国では別問

とさ~l.ている。

著者等の実験結果ーからみて， C. Sasakii と C. vagU11l が別極であると言う見解にいさ L

か疑義をもたざるを{J，}ないのであるが，イネに対する病即位のないととを重視し，とれを C.

vagU11l BERK. et CUH'J'.の一系統として必くととにした。
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Explanation of Plates (図版;f}1; IIJJ)

Plate T. 

A. \司、b-blight of Robinia psクudoacacia var. UJnうr'2culifera caused by Corticium vagllm 

(英国トグナシニセアカシアの蜘殊巣病). Photographed on Sept. 27 , 1951. 

B. Ditto (同日 Photographed 011 Aug. 15, 1950. 

Plate rr. 

A. Ditto (同日.

B. Web-blight of R. pseudoacacia var. bessonianCl ca'lsed by Corticium vagum (青島ト

ゲナシニセアカシアの蜘殊業病). Photographed on Aug. 15 , 1950. 

Plate m. 
A. Wεb-blight of AmorPha fruticosa causεd by Corticium vagllln (クロパ十エンジユ(イ

タチハギ)の蜘殊栄病). Photograph邑d 011 Oct. 15, 1950. 

B. Ditto. (向上) _ x7/8_ 

C-D. Sclerotia of C. vagum produced on AmorPIU1 f仰ticosa ( クロバナエンジユに形成

された蜘妹栄病菌の菌骸). xL 

E. Scl巴rotia of C.ωgum produced 011 R. pseudoacacia var. lI;n~racldifcra (英国トヂナ

シニセアカシアに形成された蜘!除巣病菌の菌核) . x 4/5. 

Plate lV. 

A. Myc今lial mats and hymenia or C. vaglim formed on R. psσudor.cacia vaL U:-河bra

culifera (英国トゲナシニセアカシアに形成された蜘殊巣病菌の菌糸i尋及び子芙!者). x 1. 

B. Hymenia oﾎ C. 叫gwn formed 0ロ petioles 2-nd branchlet 0: R. 1うs:::tdoacacia var. 

li押~&raculifera (英国トゲナシニセアカシアの葉柄及び小授に形成された蜘蚊 ~í斉菌の子支

!膏). x3_ 

C. G訂minating basidiospores of C. v:zgum (蜘殊巣病菌担胞子の発芽). x31O. 

D. Germinating basiゴiospore of C. 叩'glon showing nuclei (蜘探巣病菌発芽m胞子の該).

x2 ,OOO. 

E-F. Hypha号 of C. vagwn showing nuclei (蜘殊巣病菌々糸の主主). x670. 
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Plate v. 
A. Colonies of some fungi on potato.glucose agar at 25 0 C, after 10 days (馬鈴薯寒ヲミ

培養悲上の各菌の菌叢 25 0 C , 10 日後) . 

1. Corticiu刑 vagum from AmorPha fruticosa , Yamagata Pref. (グロ"ナエンジユ，山
形) . 

2. C. vagum from R. ρseudoacacia var. uml;raculifera, Tokyo (英国トゲナシニセアカ

シ7'， 1ft京) . 

3. Rhizoctonia solani from Larix.seedling, Tokyo (カラマツ子-æ:J '> ら分向性した R. solani, 

東京).

4. C. Sasakii from rice plant, Shimane Pref. (イネ紋枯病菌， niHVfF). 

5. C. Sasakii from rice plant, Fukuoka Pref. (イネ紋枯病菌，福岡産).

B. Colony of C. V:zgl仰 and that of C. Sasakii on potaω.agar at 200C (馬鈴薯寒天，

20 0C に於ける蜘除巣病菌及びイネ紋1ザi病菌培養の比較).

1. C. vagum from Amoゆha fruticosa ( グロパナエンジユ蜘殊巣病関) . 

2. C. Sasakii ﾍrom rice plant (イネ紋枯病菌).

Plate ¥/1. 

A. Inoclllation experiments to ri田 plant (N�in Nij琦�) (リグトウに対する接種試験

農林二十号). x 4/5. 

B. Ditto. (Kokk�) CI弓上，国光). x4/5. 

C. Inoclllation expεriments to SU1吐'EH.'S grass (SuI'1'Jm's grass ~こ対する接随試験). x4/5. 

D. SUIl'Elt':'; grass attacked by Corticium vagum (c. vagll1n に侵された Sm'l'lW.'R grass). 

x4/5. 

1. Check (比較Jr]@;Jil\:).

2'. Cortic仏m vagmn isolated from AmorPha fruticosa , Yamagata Ptef. (クロパナエン

ジユから分恰tした C. vagum). 

3. Corticiω11， vagu附 isolated fr01日 Robinia pseudoacσ'ciσvar. umbraculifera, Tokyo 

(英国トゲナシニセアカシアゆら企ナ肉IÉした C. vagum). 

4. Rhizocfonia solani isolated from Dzrix.seedIing, 1、okyo (カラマツ子菌刀、ら分離した

R. solani). 

5. Corticiμm Sasakii isolated from rice plant, Shimane Pref. (イネ紋枯病菌一島根産) . 

6. C. Sasakii isolated from rice plant, Fukuoka Pref. (イネ紋枯病菌一福岡産) . 
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1n the summer of 1948, the senior author's aUention was directed to a 
disease of Amorρha fruticosa (Leguminosae) seedlings, occurring in a nursery 
in Yamagata Prefecture, the northern district of Japan. 

Since that time, the same disease has been observed in other districts on 
several leguminous woody plants as fo11ows: Robinia ρseudoacacia ， R. ρseudo

acacia var. umbraculifera and R. pseudoacacia var. bessoniana. 
A fungus has been observed as a parasite, killing a11 or part of the aboveｭ

ground portions or the foliage and shoots 01 these plants. The plants usually 

show a web-blight asp巴ct ， the mycelium of the fungus growing a11 over the 
diseased portions. 

This disease has been considered by the authors to be caused by a Rhizocioniaｭ
like fungus, either Rhizoctonia solani KﾜJ-JN (Corticium vagum B. et C.) or 
Corticium (Hyρochnus) Sasakii (SJ-HRAl) MA'fSUi¥I()'fO. 

Symptoms The disease first appears during the earl i巴r part of July and 
becomes increasing prevalent thereafter un士 il September. Attention is first 
directed to the dis泡ase by the presence of groups of blighted leaves on the upper 
parts as we11 as the lower parts of the plants. The disease progresses rapidly , 
rotting the leaves and causing them to shrivel up. The leaves most recently 

killed are dry, and curled and still attached, while older ones are defoliated. 

Cl皛er examinati甁 sh劯s that newl� attached leaves are still greeu, with 
whitish, powdery patches covering a portion of or the entire lower leaf surface. 
At this stage no discoloration of the tissue is produced and consequently this 
early phase of infection can not be detected from the upper surface. Leaves in 

more advanced stage of disease exhibit la rge, indefinitely margined, dead areas, 
whose lower surfaces are covered by a brownish hyphal web. Affected leaves 
which are in contact may become matted together, being bound by mycelium. 

These heavy losses occur during periods of high temperature and high relative 
humidity. At the late stage of the disease sclerotia commence to form on the 

severely infected portions of the plant. They are at first white or cream-colored 
with a slightlY fluffy outer surface, and Iater the color of the sclerotia changes 
to light brown, and when quite mature they are dark brown with a smooth hard 
exterior (Plate I ~ lV ). 

Etiology Early in the morning or during rainy periods an abundance of a 

cobweb-like mycelium was visible on the diseased plants. Microscopic examiｭ
nation of this fungus showed it to have the morphological characteristics of 

Rhizocionia. A Rhizocionia was isolated from diseased leaves and sclerotia. 
1n the warm and humid seasons, in July to September in Tokyo, the part 

of the leaves, especia11y the petiole, is very frequently found to be covered by 
a loose mat of whitish powdery mycelium. Free hand sections showed this 
weft of mycelium consisted of basidia of a Corticium arising from Rhizocionia 
hyphae. By monosporous isolations from the Corticium it was proved that the 

Corticium was the perfect stage of the Rhizoctonia (Plate lV). 
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The evidence secured from field observations and laboratory tests indicated 

cIearly a close correlation between air temperature and relative humidity and 

the production of basidiospores. 
As the cam:al organisms of web-blight or thread blight diseases, Corticium 

koleroga (COOJζE) v. HÖlIN, C. Stevensii BUR'l'. C. ρraticola KO'I' ILA , C. microｭ
sclerotia (MNI' ;I,.) WEmm and C. anceρs (Bm:s. ed S1']).) GHEGO!l have been 
described by foreign workers. The authors' Corticium found on the leguminous 
woody plants is clearly different from these exotic fungi in morphological and 

cultural characteristics. 

The fruiting stage of the fungus agrees c10sely with the description of 
Corticium vagum B. et C. , the perfect stage of Rhizoctonia solani KiTHN, as 
given by Bm灯、 (1926) and that of Corticium Sasakii (SIIIHAI) 乱1A'rSVlllO~'() described 

by Japan巴se workers. 

Corticium Sasakii was first described by M. SIII JlAI, a Japanese mycologist, 
in 1906, under the name of Hyρochnus Sasal?ii sp. nov. as the caw,al organism 
of the “ Dairyû-shirakinu byô," the thread blight , of camphor trees (Cinnamomum 
Camρhora). In 1912, K. S.\\\'A]は in his extensive Rtudies stated that the causal 

fungus of the sheath spot disease of rice plants，“乱10ngare by�" in Japanese, 
was the same as Hyρochnus Sasallii SH!J:A[. Accepting the reclassification of 

the Thelephoraceae by BUll'r (1914) , T. MA'rsuMo~'O ， in 1934, noted his opinion 
that it would be better to name Corticiu1J1 Sasakii instead of Hyρochnus Sasakii. 

Accordin~ to tho descriptions of foreign workers and the comparative studies 

made by Japanese workers, the fungus generally referred to as Hyρochnus 

(Corticium) Sasakii in Japan is widely distributed in America, PhiIippine islands, 
China and 80me countries besides Japan , but it has not been treated as t� e different 

species from Corticium vagum B. et C. (Rhizoctonia solani K�i). 
Although many similarities exist in the characters of these two fungi , almost 

aI1 of Japanese plant pathologists have believ巴d that Corticium Sasakii , the 

causal fungus of the sheath spot of rice plants, is distinctly different from C. 
vagum in some morphological , physiological and parasitic characters. 

From convenience , some of the more contrasting features reported by MA'I'."{'ｭ

MO'I'() (1934) and NAKA'I'" and KA¥YAThlUl!A (1934) are shown in the following table: 

Corticium Sasa!?ii Corticiu111 vagum 

A. Morphological characters in perfect stage: 

The number of basidiospores of C. 叩gum varies from 4 to 6 in many cases, whereas 
in C. Sasakii the basidiospores vary from 2 to 4 on each basidium, and arεslightly 

shorter but broader than the former. 

B. Symptol11s: 
The direct attack of leaves by C. vagum is rather infrequent with the. exception of 

such plants as lettuce, cabbag，邑， etc. , whereas in C. Sωakii leaves and upper portions are 
more frequently attacked by the fungus. 

C. Sclerotia produced on agar-media: 

Sclerotia 訂e readily produced and 
larger in size. The s'.Irf旦ce is more 
COl11p旦ct.

Scl邑rotia are rather slowly formed 
and relatively sl11all in size. 

D. Tel11peraturεrelation: 

This is rapid'growing fu .ngus, giving 
most luxuriant growth at 280-31 oC. 
Maxil11um temperat江re for mycelial 
growth is abov.2; 350C. 

This is a slow-growing fungus , 
showing no mark吋 difference in growth 
at tóòmperatur.εs 220-310C. 1'h2; 

optimum is lower than that of th邑

for111'εr. The maxil11um is below 350C. 
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E. Fusion of hyphae: 

Fusion takes place between any 
strains of C. Sasal琩. 

No fusion ta:;:es plac巴 in cross tests 
with any of the former. 

F. Parasitism: 

This fllngョs attacks the Gramin告ae
aてld causes the sheath spot disease. 

Pathogenicity of this fllngus on the 
Gramineae is negative or very slight. 
No sheath spots ar己 induc告d.

Comparative studies have been made by the authors to know that the Cortiｭ
ciU11Z on the les;uminous woody plants is belonging to either Corticium vagum 
世 C. Sαsαkii. 

Although there are no definite differ己nces， the Corticiu111 may be more 
similar to C. Sasakii than to C. vagUJJl in morphological characters in t':e 
perfect stage (Tablョ 1; Text-figs. 3, 4, 6). In the macroscopic appearances in 
the myceliaI colony there have observed no remarkable differences between theEe 
two fungi , while the Corticium gives mold-like Emell and C. Sasakii mushroomｭ
like one on agar-media (Plate V). 

Symptoms caused by th巴 authors' Corticium are accordant with those caused 
by C. Sasa!?ii described by earlier workers on camphor trees. 

The Corticium and C. vagum isolated from Larix seedlings appear to have 
approximatly the same tendency in growth rate at the temperatures from 150 to 
35 0 C., and they 2.re favorable at 25 0 -28 0 C. , but very feeble at 350C. Whereas , 
C. Sasakii shows good growth at 35 0 C. , with an optimum at the higher 
temperatures irom 250-300C. In the temperature relation to the myceliaI growth , 
the authors' Corticium is not similar to C. Sasakii, but rath己r to C. vagum 
(Table 3). 

When the hyphae of the same fungus arising from different inocula came 
to contact , a perfect fusion resulted exactly. In the cases between the same 
fungi isolated from di:fferent plant species or localities , they resulted in imperfect 
fusion or contact fusion. HyphaI fusions were observed b巴tween the authors' 
Corticium and C. Sasakii, but not in the cases between the Corticium anrl C. 
vagum (Table 4). 

By artificiaI inoculations the parasitism of each of the authors' Corticium 
(two isolates) , C. Sasakii (two isolates) ancl C. vagU17l on the Gramineae were 
examined. The authors' Corticiu 11Z, as well as C. vagum , showed no pathogeniｭ
city on rice plants, and , on the contrary. C. Sasakii attacked rice plants heavily 
and caused the shez.th spot. (Table 5; Plate \1 , A , B). 

All of these fungi attacked the Ieaves of Suiter's grass and , among them , 
C. Sasakii 、Nas highly pathogenic, but the authors' Corticium and C. vagum 
were moderatly (Table 5; Plate '1 , C, D). 

Conclusion From the foregoing it seems that the authors' Corticium has 
characters of both of Corticium Sasakii and C. vagum in many respects. 
Accordingly the question now arises as to the opinion proposed by Japanese plant 
pathologists that C. Sasakii is a quite difたrent species from C. vagum. 

While the authors' Corticium varies considerably from the tyρicaI Rhizoctonia 
causing damping-off in symptoms, yet there are no morphological or physiological 
characteristics to suggest that it should not be cla:"sed as Corticium vagum B. 
et C. Great variations in the growth characters of C. vagum when isolated 
from differεnt hosts and localities have reported by various research巴r8. Taking 
into consideration the parasitism shown by artificial inoculations the authors 
come to the conclusion that the Corticium causing the web-blight of the 
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leguminous woody plants may be probably a strain of Corticium vagum B. et 
c. 

LABORATORY OF F01~ ES'f P A'fHOr.OGY, 

GOV lmNi\J 1岱T FORES'l' EXI'ERTi\J目玉T STATION, 
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伊藤，紺谷: 蜘殊巣病
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伊藤，紺谷:蜘除巣:JITj
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οト5雲，紺谷: 蜘虫:1♂巣病
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伊藤，紺谷: 蜘妹巣病
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Plate V 
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伊藤. *甘谷: 蜘妹巣病
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伊藤，紺谷: 蜘妹巣病


